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安全確保を第一に保線作業をしています

最
終
電
車
が
行
っ
て
か
ら
始
発

電
車
が
走
る
ま
で
の
間
が
、
線
路

の
保
線
作
業
の
勝
負
の
時
間
で
す
。

「
レ
ー
ル
や
ポ
イ
ン
ト
の
交
換
、

運
搬
な
ど
が
主
な
仕
事
で
す
。

レ
ー
ル
は
一
本
の
長
さ
が
二
五
メ

ー
ト
ル
、
重
さ
は
一
・
二
五
ト
ン

も
あ
り
ま
す
。
」
と
石
山
さ
ん
。

石
山
さ
ん
は
、
保
線
区
の
仕
事

に
つ
い
て
一
二
年
目
で
す
．
事
故

防
止
の
た
め
、
上
り
と
下
り
の
電

車
の
ダ
イ
ヤ
を
チ
エ
ッ
ク
し
な
が

ら
、
線
路
の
そ
ば
で
作
業
の
安
全

確
保
を
第
一
に
工
事
監
督
者
と
し

て
、
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

冬
の
寒
い
夜
や
未
明
の
作
業
は

つ
ら
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
通

勤
、
通
学
な
ど
の
利
用
者
の
み
な

さ
ん
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

石山 進さん

(高萩保線区高萩管理室）
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ハワイ＆マレーシア…宙

…

た
た
か
な
心
と
の

鈴木葉子さん
（松岡中学校）

人きなことに挑戦して島

たかつた。 自分にチャレシ
ジです、

大越壮一郎さん
（松岡中学校）

実際に白分の月で見て、

文化を肌で感じてきたい‘

藤田亜紀さん
（松|洲巾学校）

学園の日本語クラブのノ

に、知らない1本語を教メ
マー当ナー t'ミ
、‐ご／－Y ●

「
積
極
的
な
態
度
で
、
英
語
を
試
し

て
み
た
い
。
ハ
ワ
イ
の
生
活
や
文
化
、

歴
史
な
ど
を
自
分
の
目
で
見
て
、
肌
で

感
じ
て
き
た
い
。
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
抱
負
を
話
す
一
八
人
の
中
学
生
た
ち
。

今
月
は
、
高
萩
市
国
際
交
流
協
会
が

海
外
に
派
遣
す
る
中
学
生
の
出
発
前
の

心
境
を
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
Ｙ
Ｅ
派
遣
生
（
ユ
ー

ス
エ
ク
ス
チ
エ
ン
ジ
交
換
学
生
）
と
し

て
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
一
九
日
間
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
て
、
あ
た
た
か
な
心
と
の
出

会
い
を
体
験
し
て
き
た
鈴
木
美
香
さ
ん

の
声
も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
の
若

者
た
ち
が
、
ま
さ
に
、
地
球
人
と
し
て

の
広
い
世
界
的
な
視
野
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

将
来
、
国
際
社
会
を
支
え
て
い
く
の
は

私
た
ち
…
高
萩
市
国
際
交
流
協
会

ー

「
将
来
、
大
人
に
な
っ
て
国
際
社
会

を
支
え
て
い
く
の
は
私
た
ち
」
と
菊
地

寿
惠
さ
ん
。
「
二
一
世
紀
を
生
き
る
私

た
ち
は
、
派
遣
先
の
同
世
代
の
人
た
ち

の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
た
く
さ
ん

吸
収
し
、
自
分
の
考
え
を
は
っ
き
り
持

つ
人
に
な
り
た
い
。
」
と
鈴
木
葉
子
さ

ん
の
二
人
は
抱
負
を
こ
う
話
し
て
い
ま

す
。
高
萩
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
三
月

二
九
日
㈹
か
ら
四
月
三
日
側
ま
で
の
六

日
間
の
日
程
で
、
一
八
人
の
中
学
二
年

生
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ハ
ワ
イ
州
へ

派
遣
し
ま
す
。

、
王
な
内
容
は
、
カ
メ
ハ
メ
ハ
学
園
の

日
本
語
ク
ラ
ブ
の
眺
徒
と
の
交
流
や
授

業
へ
の
参
加
、
さ
ら
に
、
学
園
内
に
あ

る
寮
に
泊
ま
っ
て
生
徒
た
ち
と
一
緒
の

生
活
体
験
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
そ
し
て
、

地
域
見
学
な
ど
で
す
。

こ
の
海
外
派
遣
事
業
は
、
外
国
の
青

少
年
の
生
活
や
考
え
方
、
習
慣
な
ど
を

学
び
、
さ
ら
に
、
日
本
文
化
を
紹
介
し

て
、
お
互
い
の
国
の
理
解
を
深
め
、
将

来
の
国
際
社
会
を
担
う
青
少
年
と
育
成

す
る
こ
と
を
月
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
が
五
同
目
で
、
昨
年
ま
で
に
グ

ア
ム
に
山
同
、
延
べ
四
六
人
の
中
学
生

を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
グ
ァ
ム

ヘ
の
派
遣
事
業
の
中
か
ら
、
ハ
ワ
イ
の

カ
メ
ハ
メ
ハ
学
園
と
の
交
流
が
生
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
六
月
、
一
四
人

の
生
徒
と
二
人
の
先
生
が
高
萩
市
を
訪

れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。

こ
の
時
の
交
流
で
「
今
後
は
お
互
い

に
交
流
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
約
束
に

も
と
づ
き
今
回
、
ハ
ワ
イ
を
訪
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
契
機
に
カ
メ
ハ
メ
ハ
学
園
と

の
継
続
的
な
交
流
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

L巨

云
い

＃
鳶

葦
噛
餅
湖
岬

かふ､り

斎藤香織さん
（高級! | '学校）

生活面、 キ|会而、 さまざ

まな面での違いを学習して
当ナーい‐

か-4や

鈴木和弥さん
（高萩中学校）

交流を迪して、外国人の

考え方をil lりたい。

力，わわ みか

川勾美佳さん
（高萩中学校）

文化の違いなと‘を学習し

|本の文化を伝えたい。

きよたか

岩谷清責さん
（高萩中学校）

多くの友達を作りたい。

また[l本との習慣の違いも

と､を知りたい。

ま（

田代舞さん
（秋l l l中学校）

ワイの人たちと皮迷に

て文迪してみたい。
た
ふ
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跨鯏
ー

たか二

本郷貴子さん
（ ,岬ｸ〈' | '学校）

友達をたくさんｲﾉドり、 災

詰でi;IWしてみたい．いろい

ろ噸張ります。

あ り ざ

松井亜里沙さん
（高萩中学校）

たくざんの人と積極的に

交流し、 l 1本との違いを肌

で感じてみたい。

鈴木妙子さん
（高萩中学校）

水泳が得意なので一緒に

泳ぎ、友達をたくさん作り

たいr，

石井久夫さん
（高荻' | '学校）

どういう生椚をしている

のか調べ、いろいろな人と

話したい。

安藤誠さん
（高級巾学校）

拙枇|'iりに楽しく、そして

ｲ｣意義な61I|ﾊlにしたい。

日
立
女
誘
高
蕊
蟻
擬
二
難
畿
Ⅱ
〃
Ｈ

、

“

“

“

・

叩

、

馥

叩

ｆ

、

ｆ

“

、

馳

抑

叩

皿

叩

〉

“

“

訓

鯲

拙

、

、

、

叩

細

蹄

ＨⅡ〆鈴木》琴奮海沈典東蝦遡副“出》叩叩叩顔辞恥恥』皿皿岬皿一鋤脚癖段段設澤韻叩、蹄叩や“叩くｕｒ踊酔一一段脚》設鋤、》

〕
「
英
語
に
興
味
が
認
〃
へ
州
撚
欝
に
櫛
っ
＃

て
み
た
．
い
と
蝋
麺
で
い
撤
し
た
の
で
参

加
し
ま
し
た
ｐ
》
縦
の
溌
溌
弼
嵐
分
の
〃

を
試
式
こ
と
が
で
き
て
攪
秘
感
良
淋
つ

叩

Ｍ

砧

蝉

Ⅲ

脚

Ⅲ

叩

叩

叩

砧

Ｍ

錨

叩

皿

叩

叩

叩

Ⅱ

ｌ

に

枠

恥

叩

畔

唖

貼

貼

川

冷

Ｊ

た

で

す

侭

艸

聞

く

こ

と

は

で

題

定

も

ハ

林

蟻

か
な
か
自
織
の
蝋
域
簿
唾
瓶
ご
必
．
が
謂

叩
叩
叩
、
叩
牝
Ⅲ
Ⅲ
昨
設
叩
設
ｒ
１
鰯
ｒ
韻
か
、
、
、
叩
㈱
が
、
ン
韻
Ｊ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
や
瑚
言
域
が
率
識
》

１

、

、

叩

』

韻

剖

叩

叩

叩

Ｌ

、

皿

《

冊

〆

汕

野

《

《

叩

》

Ｍ

、

、

、

韻

Ｌ

器

ｒ

、

も

つ

‐

ど

馴

今

ま

で

以

寵

叩

に

蕊

諏

明

暫

頑

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
植
物
園
で

の

語
で
白

ー

の
力
を

蕊
っ
て
勉
強
し
て
へ
機
会
が
あ
れ
ば
、

ま
た
宥
き
た
い
と
愚
い
ま
す
。
英
語
が

ペ
ー
フ
ペ
ラ
の
人
は
、
み
ん
な
と
仲
良
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
も
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
罰
ま
た
来
て
ね
と
い
わ
れ
た

の
で
う
れ
し
か
つ
た
の
で
す
が
、
も
っ

と
英
語
が
話
せ
れ
ば
家
族
の
一
員
と
し

て
濡
け
込
め
た
と
思
い
ま
す
。
友
達
が

で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
英
語
で
文
通

を
Ｌ
て
〕
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
と
と

美
香
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

〃
蕊
齋
さ
ん
は
、
昨
年
の
一
二
月
二
○

個
耐
か
月
一
月
八
日
出
ま
で
、
高
萩
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
所
属
す
る
三
三
二

Ｉ
Ｂ
地
区
（
栃
木
・
茨
城
県
）
を
代
表

し
て
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
へ
へ
市
内
か
ら
初
め
て
同
ク
ラ

こ
と
が
で
き
た

ブ
Ｙ
Ｅ
派
遣
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
マ
レ
ー
シ
ア
へ
は
全
国
か
ら
一
九

人
、
県
内
か
ら
は
二
人
が
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
事
業
は
、
世
界
に
エ
ハ
四
の
組

織
を
持
つ
同
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
、
お
互

い
の
国
の
学
能
（
高
校
・
短
大
・
大
学

生
な
ど
）
を
交
換
し
て
二
一
世
紀
を
担

う
青
少
年
の
交
流
と
育
成
を
図
る
目
的

で
行
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い
の
国
の
生

活
や
歴
史
、
文
化
な
ど
を
知
り
、
世
界

的
な
視
野
を
広
め
、
さ
ら
に
積
極
的
な

交
流
を
図
る
た
め
、
毎
年
、
夏
（
三
○

日
間
）
と
冬
二
九
刑
間
）
に
同
ク
ラ

ブ
会
員
の
家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

ー

§．

患

鰯
》

Ａ
１
鞭 鷺＃

#

鰊！ ＃
雫

唾

ともや

沼田智也さん
（秋| | | ' | '学校）

英糾を砧枕的にハワイの

kに使って誌したい。

大部智子さん
（秋ll1中学校）

日本にないところを探し

て見つけだしてきたいく，

風祭広美さん
（秋lll中学校）

稜極的に話しをして友達
を作りたい。

菊地寿惠さん
（秋l l l中学校）

i冑j萩のこともハワイのこ

とも、 もっとil lりたい。

岡本真由子さん
（秋II1中学校）

外国の人と交流して友達
作りたい｡
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り
ま
し
た
。
申
告
期
間
は
、
二
月
一
六
日
㈱
か
ら
一
一
一
月
一
五
日
㈹
ま
で
の
一
か
月
間

で
す
。所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
日
立
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す
が
、
こ
の
一
か
月
間
の

申
告
期
間
に
限
り
、
市
役
所
の
税
務
課
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
例
年
、
申
告
終
了
日
が
間
近
か
に
な
る
と
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
う
え
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
お
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

出
張
申
告
相
談
と

申
告
受
け
付
け
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
役
所
・
税
務
課

狂
二
三
’
二
’
一
’
内
線
二
○
三

市
・
県
民
税
の
申
告
は

今
年
も
出
張
申
告
相
談
と
申
告
受
け

付
け
を
、
別
表
の
日
程
毎
行
い
ま
す
●
・
口
〆

市
，
県
民
税
の
申
告
書
は
＄
日
程
に

合
わ
せ
て
「
、
税
務
課
か
ら
み
な
さ
一
ん
に
》
。
（

這
姦
郵
途
一
丸
唾
芯
垂
？
弓
・
己
〆
・
”
ｆ
一
．
＄
司
丘
．
Ｊ
垂
玉
Ｊ

二
な
遠
訓
ゞ
篭
ふ
蕊
凝
競
の
寧
告
書
慰
ふ
み

前
年
の
謀
議
患
か
ど
忌
砥
蝉
醤
が
必
篝
一

、
、
七
、
韻
痔
を
、
『
転
、
、
再
唱
設
段
段
輯
、
、
先
、
、
斗
轆
鷺
、
、
鄙
段
段

と
患
わ
通
る
毒
な
さ
ん
に
蕊
達
し
謬
競
心

今
年
も
ま
た
、
個
人
の
市
・
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に
な

力
ら

税
の
申
生
が
始
ま
り
ま
す

申
告
の
必
要
な
入

ｰ

○
総
靭
所
得
者
運
、
年
の
途
中
で
退
職

可
し
た
人
は
句
退
職
し
た
勤
務
先
か
ら

柵
源
泉
徴
収
票
を
い
た
だ
い
て
、
申
告

叩
、
“
し
て
ぐ
だ
さ
い
・

・
給
与
所
得
者
で
庵
給
与
以
外
に
地
代

、
や
議
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
人

。
平
成
猫
年
中
に
、
所
得
税
の
源
泉
徴

灯
岬
蝋
を
受
け
な
い
再
賃
金
な
ど
の
支

州
払
い
を
受
け
た
人
は
、
そ
の
内
容
の

黙
わ
か
る
も
の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
・

・
笹
所
所
在
の
県
共
何
募
金
会
や
日
本

が
赤
干
字
社
に
、
一
○
万
円
を
超
え
る

”
錘
寄
綴
金
を
し
て
へ
寄
付
金
控
除
を
受

才
げ
よ
み
と
ず
る
人
や
Ｆ
医
療
費
控
除

錦
Ｊ
串
貼
串
串
串
串
鋤
Ｊ
貼
印
串
串
串
貼

乱
を
受
け
よ
証
と
ず
る
人
は
、
そ
の
内

Ｊ
容
の
わ
か
、
る
も
の
を
用
意
し
て
く
だ

主
好
懲
翻
師
一
こ
”
Ｈ
：
《
：
：

申
告
極
用
意
す
る
も
の

◎
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保

険
料
な
ど
の
領
収
書
や
支
払
い
証
明

聿
国

◎
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療

費
を
支
払
っ
た
証
明
書
と
、
保
険
金

な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
わ
か

る
書
類
。
な
お
、
寝
た
き
り
老
人
な

ど
の
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
ら
れ
る
人
は
、
お
む
つ
使
用
証
明

書
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

控
除
の
対
象
に
な
る
の
は
、
こ
の
証

明
日
以
後
の
お
む
つ
代
に
限
り
ま
す
。

申告相談と受け付けの日程

時間･ ･午前10時から午後3時までこ
の
申
告
の
内
容
を
も
と
に
、
平
成

六
年
度
の
市
、
県
民
穂
の
税
額
を
注
め

ま
す
・
市
・
県
民
税
は
、
矢
月
以
降
か
．

ら
璽
回
に
分
け
で
（
菩
通
徴
駁
）
雪
・
綴
め

て
い
た
だ
く
筵
と
に
な
り
ま
致
恥
↑
弾
玉

訂
ゞ
特
別
徴
収
の
場
合
葱
ご
・
二
一
闘
迩
分

砿
蕊
家
月
捗
簿
亟
誇
舞
寒
毎
口
毎
盈
蕊

鐡
て
霞
た
塞
迩
ご
と
に
薮
り
ま
＆
笈
浄
五

申
告
を
も
と
に
市
・
県
民
税
の

税
額
を
決
め
ま
す

シ 当
一 ロ 蕊蕊譲蕊蕊蕊議蕊‐

2月

17H

休）

上君田生活改善センター

緑の郷コミュニティセンター

秋IU集落センター

若栗公民館

大能生活改善センター

中戸川公民館

横川生活改善センター

石滝公民館

安良川公民館

高戸集会所

18日

（金）

’

21日

（月）

関u集会所

上手綱生活改善センター

l 11手集落センター
所
得
税
の
確
定
申
告
は

22日

（火）

◎
税
務
署
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
書

が
送
ら
れ
て
き
た
人

◎
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
の
あ

る
人
で
、
平
成
五
年
中
の
各
種
所
得

（
商
業
、
工
業
、
医
業
、
農
業
な
ど
）

金
額
が
、
所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
）
の

合
計
金
額
を
超
え
る
人

◎
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
さ
れ
て
い

る
人
は
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
給
与
の
年
収
が
、
一
－
五
○
○
万

円
を
超
え
る
人

給
与
以
外
の
所
得
が
、
二
○
万
円

を
超
え
る
人

・
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
人

確
定
申
告
が
必
要
な
人

日
立
税
務
署

念
○
二
九
四
’
二
’
’
六
三
四
六

下組生活改善センター

島名多目的研修会館

秋| | |南集会所

赤浜田園都'1ブセンター

駒木原集会所

秋山~ド生活改善センター

23I|

（水）

]4H

(水）

松岡地区公民館

行人塚集会所

有明町集会所

北組センター

25n
Lへ1 ’

｜281

（月）

4


